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 
本研究の目的は､ 身体機能の低下によって老いを自覚した高齢者が､ 自らの老いを自覚した時点から､ それを受けと
め､ サクセスフルエイジングの道を歩み始めるまでの体験に焦点を当て､ サクセスフルエイジングに至る体験と､ その
中でもサクセスフルエイジングをもたらす要因について明らかにすることである｡ 『サクセスフルエイジングに至る体験』
は､ 14のカテゴリーに分類された｡ さらに､ 『サクセスフルエイジングに至る体験』 に影響する要因として【老いの捉え
方】【性質】【支え】があることも明らかとなった｡
身体機能の低下により老いを自覚した高齢者が､ サクセスフルエイジングに至るまでの体験では､ 自分の老いと向き
合い模索する中で､ 一人ひとりが自分なりに [ありのままの自分を受け入れる] という体験をしていることが明らかに
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